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１．2027年３月期第２四半期（中間期）の業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 2,598 6.8 87 ─ 132 ─ 104 323.6
2026年３月期中間期 2,434 △6.1 △58 ─ △54 ─ 24 ─

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 47.21 ─
2026年３月期中間期 11.12 ─

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 8,370 3,000 35.5

2026年３月期 8,534 2,874 33.3

(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 2,970百万円 2026年３月期 2,844百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ─ 0.00 ─ 5.00 5.00
2027年３月期 ─ 0.00
2027年３月期(予想) ─ ─ ─

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

当社は定款において第２四半期(中間期)末日及び期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では

当該基準日における配当予想額は未定であります。

３．2027年３月期の業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 2.4 100 ─ 150 ─ 120 ─ 53.96

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期中間期 2,306,300株 2026年３月期 2,306,300株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 82,650株 2026年３月期 82,602株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 2,223,675株 2026年３月期中間期 2,228,760株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績のご利用にあたっての注意事

項等については、添付資料３ページ「１.当中間期決算に関する定性的情報（３)業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。
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１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間会計期間（2026年4月1日～2026年9月30日）におけるわが国経済は、中東情勢の緊張の高まりや通商

政策の不確実性がみられたものの、雇用・所得環境の改善を背景に、緩やかな回復基調で推移いたしました。

海外経済におきましては、AI関連やデータセンター向けを中心とした設備投資需要が景気を下支えした一方

で、中東地域をはじめとする地政学リスクの高まりに伴うエネルギー価格の変動、各国におけるインフレ圧力

の継続、中国および欧州経済の回復の遅れなどにより、先行き不透明な状況が続いております。また、経済安

全保障の観点からサプライチェーンの再構築や生産拠点の分散化が進むなど、企業を取り巻く事業環境は大き

く変化しております。

鋳造業界を取り巻く経営環境は、産業機械関連向け需要に一部持ち直しの動きがみられたものの、世界経済

の先行き不透明感を背景に顧客の設備投資姿勢は依然として慎重であり、総じて不安定な受注環境が続きまし

た。一方、主原料である鉄スクラップおよび銑鉄価格は、期初の底打ち局面を経て上昇基調に転じ、その後も

高水準で推移いたしました。加えて、副資材価格、電力等のエネルギーコスト、物流費および人件費の上昇が

継続しており、収益を圧迫する要因となっております。特にエネルギー価格につきましては、地政学的要因に

よる変動リスクを抱えており、引き続き注視が必要な状況にあります。

このような状況のもと、当社は受注価格の適正化を最重要課題と位置付け、取引先との継続的な協議を通じ

た販売価格の見直しおよび既存取引の深耕に取り組んでまいりました。また、生産面では工程改善による生産

効率の向上、不良率低減による品質改善ならびに固定費の見直しを推進し、収益力の向上に努めてまいりまし

た。さらに、原材料価格やエネルギーコストの上昇に対しては、継続的な価格適正化を進めるとともに、生産

性向上施策を推進することで、収益基盤の強化に取り組んでおります。

このような経営環境の中で、当社の2027年３月期中間会計期間の業績は、売上高は2,598百万円（前年同期

比164百万円増、6.8％増）となりました。利益面につきましては、営業利益87百万円（前年同期営業損失58百

万円）、経常利益132百万円（前年同期経常損失54百万円）、中間純利益104百万円（前年同期比80百万円増、

323.6％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①鋳物事業

売上高は、産業機械関連向けの部品をはじめとした部品の需要が回復したことにより2,470百万円（前年

同期比159百万円増、6.9％増）となりました。利益面につきましては、生産性向上及び製造諸経費の削減

等、収益改善に努め、営業利益は16百万円（前年同期営業損失122百万円）となりました。

②不動産賃貸事業

売上高は81百万円（前年同期比8百万円増、12.2％増）となりました。営業利益は37百万円（前年同期比6

百万円増、21.8％増）となりました。

③発電・売電事業

売上高は47百万円（前年同期比3百万円減、7.0％減）となりました。営業利益は33百万円（前年同期比0

百万円減、0.2％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債および純資産の状況

当中間会計期末における総資産は、8,370百万円（前年度末比163百万円の減少）となりました。

流動資産は、現金及び預金の減少834百万円、売掛金の減少27百万円、仕掛品の増加13百万円等により2,505

百万円（前年度末比826百万円の減少）となりました。

固定資産は、機械装置及び運搬具の減少37百万円、投資有価証券の増加674百万円等により、5,865百万円

（前年度末比662百万円の増加）となりました。

流動負債は、買掛金の増加30百万円、１年内返済予定の長期借入金の増加23百万円等により、1,600百万円

（前年度末比8百万円の減少）となりました。

固定負債は、長期借入金の減少283百万円等により3,770百万円（前年度末比281百万円の減少）となりまし

た。

純資産の残高は、3,000百万円（前年度末比126百万円の増加）となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物の中間期末残高は、前事業年度末に比べ669百万円減少し、

1,088百万円となりました。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、218百万円の収入（前年同期比26百万円の減少）となりました。

これは税引前中間純利益110百万円、減価償却費139百万円が主なものであります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、601百万円の支出（前年同期比599百万円の減少）となりまし

た。これは定期預金の払戻による収入265百万円、有形固定資産の取得による支出121百万円、投資有価証券の

取得による支出649百万円が主なものであります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、287百万円の支出（前年同期31百万円の収入）となりました。こ

れは長期借入れによる収入250百万円および長期借入金の返済による支出510百万円が主なものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、当中間会計期間における業績の進捗を勘案して見直しを行った結果、2026年５月

13日に発表しました2027年３月期通期の業績予想を修正いたしました。詳細につきましては、2026年11月12日

に公表しております「2027年３月期中間会計期間の予想値と実績値との差異及び通期業績予想の修正に関する

お知らせ」をご参照ください。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2026年３月31日)

当中間会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,243,472 1,408,534

電子記録債権 34,471 40,951

売掛金 537,596 510,418

商品及び製品 83,772 89,505

仕掛品 308,733 321,973

原材料及び貯蔵品 56,967 59,017

その他 66,602 74,734

流動資産合計 3,331,616 2,505,135

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 979,569 979,014

機械装置及び運搬具（純額） 662,901 625,889

工具、器具及び備品（純額） 78,779 58,910

土地 2,051,503 2,051,503

リース資産（純額） 107,078 97,865

建設仮勘定 79,058 114,385

有形固定資産合計 3,958,890 3,927,570

無形固定資産

ソフトウエア 8,294 6,833

ソフトウエア仮勘定 6,717 20,536

無形固定資産合計 15,012 27,370

投資その他の資産

投資有価証券 718,090 1,392,365

関係会社貸付金 155,520 150,080

その他 511,019 518,373

貸倒引当金 △155,520 △150,080

投資その他の資産合計 1,229,109 1,910,738

固定資産合計 5,203,013 5,865,679

資産合計 8,534,629 8,370,814
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(単位：千円)

前事業年度
(2026年３月31日)

当中間会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 278,784 309,195

短期借入金 10,000 10,000

1年内返済予定の長期借入金 966,911 990,636

リース債務 30,604 31,735

未払金 87,856 78,963

未払費用 53,273 68,458

未払法人税等 2,727 1,363

賞与引当金 61,129 62,603

その他 117,415 47,341

流動負債合計 1,608,700 1,600,297

固定負債

長期借入金 3,633,202 3,349,330

長期リース債務 86,457 75,191

繰延税金負債 177,969 195,377

役員退職慰労引当金 121,966 121,966

その他 32,152 28,332

固定負債合計 4,051,748 3,770,197

負債合計 5,660,448 5,370,494

純資産の部

株主資本

資本金 30,000 30,000

資本剰余金 2,572,860 2,572,860

利益剰余金 172,725 266,591

自己株式 △44,400 △44,418

株主資本合計 2,731,184 2,825,032

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 113,396 145,687

評価・換算差額等合計 113,396 145,687

新株予約権 29,600 29,600

純資産合計 2,874,180 3,000,319

負債純資産合計 8,534,629 8,370,814



中日本鋳工株式会社(6439) 2027年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

6

（２）中間損益計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 2,434,294 2,598,979

売上原価 2,228,271 2,261,863

売上総利益 206,023 337,116

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 101,433 110,605

給料及び手当 40,526 39,038

その他 122,096 100,103

販売費及び一般管理費合計 264,055 249,747

営業利益又は営業損失（△） △58,032 87,369

営業外収益

受取利息 2,166 3,710

受取配当金 9,522 58,661

助成金収入 1,153 ─

補助金収入 10,252 7,649

その他 5,409 7,906

営業外収益合計 28,503 77,927

営業外費用

支払利息 24,602 31,046

その他 285 1,918

営業外費用合計 24,888 32,964

経常利益又は経常損失（△） △54,416 132,331

特別利益

固定資産売却益 40,447 109

補助金収入 45,892 ─

特別利益合計 86,339 109

特別損失

固定資産処分損 3,198 16,830

投資有価証券評価損 ─ 4,535

減損損失 777 ─

その他 ─ 1,033

特別損失合計 3,976 22,399

税引前中間純利益 27,946 110,041

法人税等 3,162 5,057

中間純利益 24,784 104,984
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 27,946 110,041

減価償却費 149,327 139,802

減損損失 777 ─

投資有価証券評価損 ─ 4,535

固定資産処分損益（△は益） △37,249 16,721

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,147 1,473

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △306 ─

受取利息及び受取配当金 △11,688 △63,806

支払利息 24,602 31,046

助成金収入 △1,153 ─

補助金収入 △56,144 △7,649

売上債権の増減額（△は増加） △48,019 20,697

棚卸資産の増減額（△は増加） 78,413 △21,023

仕入債務の増減額（△は減少） △76,735 30,928

未払金の増減額（△は減少） △55,447 △10,498

長期未払金の増減額（△は減少） △4,737 △3,763

未払費用の増減額（△は減少） 12,809 15,185

前払年金費用の増減額（△は増加） △36,658 △5,975

未払消費税等の増減額（△は減少） 144,452 △73,474

その他 64,028 3,853

小計 177,366 188,095

利息及び配当金の受取額 9,687 52,391

利息の支払額 △23,920 △30,136

助成金の受取額 1,153 ─

補助金の受取額 56,144 7,649

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 24,809 851

営業活動によるキャッシュ・フロー 245,240 218,851

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 ─ △100,000

定期預金の払戻による収入 100,052 265,000

有形固定資産の取得による支出 △102,089 △121,858

有形固定資産の売却による収入 164,866 10

無形固定資産の取得による支出 △3,031 △15,491

投資有価証券の取得による支出 △99,937 △649,411

投資有価証券の売却による収入 586 ─

投資有価証券の払戻による収入 ─ 21,612

関係会社貸付による支出 △53,360 ─

関係会社貸付金の回収による収入 9,220 ─

貸付けによる支出 △17,555 ─

保険積立金の積立による支出 △535 △535

出資金の払込による支出 ─ △500

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,783 △601,174

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 500,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △442,979 △510,147

リース債務の返済による支出 △14,123 △15,876

配当金の支払額 △11,120 △11,118

自己株式の取得による支出 △43 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー 31,733 △287,159

現金及び現金同等物に係る換算差額 378 △454

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 275,570 △669,938

現金及び現金同等物の期首残高 1,883,089 1,758,472

現金及び現金同等物の中間期末残高 2,158,660 1,088,534
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当中間会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積

実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合については、法定実効税率を使用

する方法により計算した金額を計上しております。

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

す。

前中間会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

現金及び預金 2,443,660千円 1,408,534千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △285,000 〃 △320,000 〃

現金及び現金同等物 2,158,660千円 1,088,534千円
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前中間会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

鋳物事業 不動産賃貸事業 発電・売電事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 2,310,600 ─ 51,251 2,361,852 2,361,852

その他の収益 ─ 72,442 ─ 72,442 72,442

外部顧客への売上高 2,310,600 72,442 51,251 2,434,294 2,434,294

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 2,310,600 72,442 51,251 2,434,294 2,434,294

セグメント利益又は損失(△) △122,681 30,878 33,770 △58,032 △58,032

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

鋳物事業において、777千円の減損損失を計上しております。

Ⅱ 当中間会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

鋳物事業 不動産賃貸事業 発電・売電事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 2,470,057 ─ 47,662 2,517,719 2,517,719

その他の収益 ─ 81,260 ─ 81,260 81,260

外部顧客への売上高 2,470,057 81,260 47,662 2,598,979 2,598,979

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 2,470,057 81,260 47,662 2,598,979 2,598,979

セグメント利益 16,069 37,610 33,688 87,369 87,369

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。


